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論 文 .内 容 の 軍 曹

'､Lysozymeは分子量約 14,300の塩基性蛋白質であり,人体に広く分布する酵素である｡今回正常関節

軟骨の色々な病態における 】.ysozyme活性と他の 1ysosomalenzyme活睦とを比較検討したo

局在を知る為,青年男子の膝関節軟骨を採取し,蛍光抗体法,酵素抗体法および電腐食とを作製した｡

また exogenouslysozymeの関節軟骨への移行をみるため, 135Ⅰ-labeledhenegglysozymeを作製し,

autoradiographyを施行した.関節軟骨の lysoEymeの役割を知るため,日本白色家鬼の体重約2,000-

2,500g,40羽使用し,これを4群に分け,第 1群は正常群とした去第2群は膝関節伸展位にて4週固定し

亀 第L3群はcrotonoil毎週1回,合計2回膝関節内へ注入し,初回注入時より2週後に屠殺したO第4

群は glucocorticoidとして hydrocort主Sonacetate.25mg毎週 1回合計4回膝関節内へ注入し, 初回注

入時より4週後に屠殺し,各々直ちに膝関節軟骨および関節液を採取し, lysozyme,CathepsinD,針

glucuronidase,acid&alkalinephosphatase請酵素活性を duplicateに測定すると共に膝関節軟骨の

病理組織学的検索を行った｡(hematoxghn-eosin,safranin0-fastgreenironhematoxylin)0Lysozyme

活性は Greenwaldの方法に基づき, lMNaClで抽出し24時間 incubation後遠心Laspirationした｡

その後 normalSalineで終夜透析施行後 M8'crococcuslysodeikticus懸濁液の減少度で測定した.

CathepsinDは Sapolsky等の microassayの方法をとった08-glucuronidaseは 1)-nitropheny1-

glucuronide法,acid良alkalinephosphataseは phenylphosphate法を各 用々いた｡

Lysozymeは関節軟骨に diffuseに染着され,軟骨細胞外に観察されたが,territorialregionに濃染

され電顕像では co皿agenfiberに密接していたOまた 126日ysozymeの autOradiogramでは関節軟骨へ

の取り込みがみられた｡

Lysozyme′活性は色々の病態で増加し,CathepsinD活性とほぼ平行していた.

Lysozyme活性の変動と関節軟骨の変性との間に密接な関連があることが示唆された.
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論 文 審 査 の 頼 黒 の 要 旨

1)ゾチームは関節軟骨にかなり多く分布しているが,その役割については未だ定説をみないo著者は先

づ関節軟骨におけるリゾチームの局在を知るため,青年男子の正常な膝関節軟骨を採取し,蛍光抗体法,

酵素抗体法および電顕を羊て観察した｡ リゾチームは関節軟骨に difEuseにみられるが,territorialregion

では軟骨細胞外において特に濃染された｡この知見は人軟骨においてほ世界で初めて認められたものであ

る.又, リゾチームを 125Ⅰでラベルし動物に投与したところ,関節軟骨に取 り込まれるという知見をも得

たO関節軟骨の種々の病態におけるリゾチーム活性と他の lysosomalenzymesとの活性を比較検討した｡

リゾチーム活性は種々の病態で増加し,CathepsinDの活性とほぼ平行していることが明かとなったo

以上の研究は軟骨病変の酵素学的解明に寄与する所が多く,本論文は医学博士の学位論文として価値あ

るものと認める｡
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